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　2017 年 3 月 26 日（土）、27 日（日）に、久留米市で “The	3rd	International	Society	of	Caring	and	
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ての有情の本性に変わりはない。すなわち、大日
如来も有情もどちらも六大からなり、実在物であ
り、根源的な空の原理を保有している。有情は、
このことについて知らず、無知のままである。大
非の心から、覚者（仏陀）は世に現れ、大慈悲と
大智により、人びとを安楽にし苦を取り除く（抜
苦与楽）。
　このような考えは、患者の苦痛を取り去り、安
楽な状況を提供しようとする看護ケアの姿勢に、
極めて合致し整合的だと私には思われる。
6．まとめ
　空海が入定してからすでに 1200 年以上がたっ
た。多くの幕府、政府がそれぞれの宗教政策を
行ってきた。そのため、我々の宗教観は変化した
かもしれない。しかし、日本人の宗教に対する傾
向は、大きくは変化していないのではないかと、
私は思っている。スピリチュアルな心の原点は、
空海の思想にある、と私は考えている。
　ここでの、発表のまとめは以下の通りである。
①　空海の密教思想から日本人の多くが，何故多
様な宗教に寛容なのか説明できる。
②　自利のみでなく他利をもたらす思想があり，
抜苦与楽が自然な発想である。
③　多くの日本人は自己の宗教観に無自覚なので
何らかの教育が必要と考えられる。
④　ケアリング教育においては，多くの日本人の
このような宗教的背景の考慮が必要である。
⑤　患者とその関係者の宗教的背景を考えられる
ような看護師の養成が望まれる。
　最後に、空海の有名な漢詩（七言絶句）を紹介
したい。空海の心情を理解するためには、この詩
は、英語よりも日本語の方がよいと思う。
『後夜に仏法僧鳥を聞く』16）
　閑林獨坐草堂暁（閑林に獨坐す	草堂の暁）
　三宝之聲聞一鳥（三宝之聲	一鳥に聞く）
　一鳥有聲人有心（一鳥聲有り	人心有り）
　聲心雲水倶了了（聲心雲水	倶に了了）
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